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Ⅰ.データの概要

◆データの位置づけ

• マクロミル社ホームスキャンデータ

◆元データ

• 購買履歴データ…2022年1月～6月約2,000万件の
レシート明細、JAN、購買日時、価格、数量、購買チャ
ネル等
※対象アイテムは食品及び日用品のみ
※生鮮食品にはJANコードが振られていないことが多く、集計結
果としては生鮮食品が小さく表される

• モニターデータ…28,200人
（2022年1月～6月を通して調査に協力したモニター）
年齢、性別、未既婚、年収、世帯数等

• アイテムデータ…食品・日用品325万点
アイテムの品名、JAN、分類、メーカー等

©Asia Shopper Insight Institute 2022
2



Ⅰ.データの概要

◆調査の前提となる「世代」の定義

世代 誕生年 2022年年令

Ｚ世代 1997～2012年 10～25歳

Ｙ世代 1981～1996年 26～41歳

Ｘ世代 1965～1980年 42～57歳

ﾍﾞﾋﾞｰﾌﾞｰﾏｰ 1946～1964年 58～76歳

◆調査対象における世代別人数

◆Ｚ世代の内訳
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※各世代の定義はビュー研究所による区分を参考にした。



Ⅰ.データの概要

◆未既婚 ◆世帯人数

◼ Ｚ世代は未婚が多く、高齢世代になるに従い既婚の構成比が高まる。
◼ 世帯人数は、世代間で若干のバラツキはあるものの３人前後。
←Ｚ世代は主たる買い物主でないことが多い。そのため家族の買い物
というよりは自分の買い物になっていることが想定される。
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Ⅱ.業態別購入実績
◆業態別購入額合計

◆業態別購入額合計

⚫世代間で業態別の購入額に違いがあるのか？
◼ 世代に関わりなく、スーパー＞ドラッグストア等
◼ Ｚ世代は、第３位がコンビニ。他世代はホーム
センター・ディスカウント。スーパーの構成比が低い。
←Ｚ世代は独身構成比が高い。自分のための買い物が
主であることが想定される。
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Ⅲ.カテゴリー～①購入先業態（お菓子）

◆お菓子（JICFS小分類1301）

⚫世代間で購入先業態が異なるか？
◼ 購入先業態の構成比としては、スーパーが最も多い。
◼ 第2位がＺ世代でコンビニ。他世代はドラッグストア等。
←Ｚ世代は日常的にコンビニを使う。他世代はお菓子もドラッグストアで
まとめ買い？
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Ⅲ.カテゴリー～②購入先業態（アイスクリーム）

◆アイスクリーム（JICFS小分類1304）

⚫世代間で購入先業態が異なるか？
◼ お菓子と同じ傾向だが、スーパーでの購入が５割を超えている。
←お買い物のついでにまとめ買い？

◼ 第2位がＺ世代でコンビニ。他世代はドラッグストア等。
但し、Ｙ世代はコンビニとドラッグストア等はほぼ同率。

◼ 「他購入先」の主たるチャネルは宅配生協。ＢＢ世代は5.6%と第４位の
購入先になっている。
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Ⅲ.カテゴリー～③購入先業態（清涼飲料水）

◆清涼飲料水（JICFS小分類1403）

⚫世代間で購入先業態が異なるか？
◼ Ｚ世代は、スーパーとコンビニがほぼ同率１位。
◼ 第３位がＺ世代で自動販売機。他世代はドラッグストア。
◼ 高齢世代になるほど、通信販売、ホームセンター・ディスカウントストア、
他購入先での構成比が拡大。
←重いものはまとめ買い
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Ⅳ.リアルとネットの利用～①平均購買額等

◆購入者数

◼ Ｚ世代はネットスーパーの利用者は少ない。しかし、期間の購入金額は
イオンを以外は他世代と同水準になっている。

◼ リアルの購入回数は、高齢世代ほど多頻度利用者が多いことが分かる。

◆購入者一人当たり購入額
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◆購入回数 人数分布（2022年1月～6月）



Ⅳ.リアルとネットの利用～②利用者数

◆７＆ｉ系（イトーヨーカドー等＋ＩＹネットスーパー）

◆イオン（イオン＋イオンネットスーパー）

◆西友（西友＋楽天西友ネットスーパー）

⚫世代間でネット・リアルの利用状況が異なるか？
◼ 「リアルのみ」のモニターが圧倒的な多数。
◼ Ｚ世代のネット利用はどの企業も低調
←食品・日用品はリアル店舗で購入。

⚫小売業によって異なるか？
◼ 利用者計に占める「ネットのみ」構成比が最も高いのは西友。
◼ ネット利用（ネットのみ＋併用）が8.0%と最も高いのは西友。
←楽天経済圏との連携が奏功か
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Ⅴ.ＰＢ～①購入額合計構成比

◆加工食品（JICFS中分類11） ◆飲料・酒類（JICFS中分類14）

◆菓子類（JICFS中分類13）

⚫世代によって購入額に占めるＰＢの構成比の違いが
あるのか？
◼ ＰＢ構成比では、最大の購入額である加工食品には大きな違い
が見られないが、菓子類や飲料・酒類では高齢世代ほどＰＢ構
成比が高い。

◼ Ｚ世代では、ECONOMY PBの構成比が他世代に比べて高い
←価格に対する関心が高い （所得水準が相対的に低い）

⚫商品カテゴリーやＰＢカテゴリーによる違いが
あるか？
◼ VALUE PBの傾向は高齢世代ほど高い。
◼ その他PBは商品カテゴリ－によってバラツキがある。
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Ⅴ.ＰＢ～②Ｚ世代のＰＢ購入概要

⚫Ｚ世代の購買行動においてＰＢはどのような位置づけにあるのか？
◼ 総計ではＰＢの購入額は全体の18.3%。
◼ 最も購入額が大きいのは加工食品、次いで菓子類、飲料・酒類。
◼ VALUE PBに次いでECONOMY PBの購入額構成比が高い。SASTAINNABLE PBの構成比は小さい。

◆加工食品（JICFS中分類11）

©Asia Shopper Insight Institute 2022
12



まとめ

◆Ｚ世代は、現時点ではネットスーパーの利用率は他世代よりも低い。
←Ｚ世代は自分の買い物が中心。衣料品や身の回り品はネット購入するが、食品や日
用品のネット購入は限定的。
リテラシーの高さから、将来的な活用は進むことが期待できる。

◆Ｚ世代にとっても最も購入額の多いチャネルはスーパーである。
←現時点では絶対額が少ないとは言え、Ｚ世代は将来の消費のリーダーシップを
発揮する世代である。

◆Ｚ世代の購買行動において、コンビニエンスストアの位置づけは他世代よりも高い。
←家族のための買い物よりも自分のための買い物。
メーカーとしては、Ｚ世代の囲い込みにはコンビニエンスストアが有効である。

◆Ｚ世代におけるＰＢカテゴリーの購買行動を見ると、「サスティナブル」の実績は少
なく、「エコノミー」の実績が多い傾向が見られる。
←環境問題やフェアトレードなどに関心が高いと言われるＺ世代だが、現時点では
所得が相対的に少なく、価格訴求のＰＢを選択していると思われる。
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